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議事日程 

  平成18年６月28日 午後２時 開 議 

 日程第１ 

  会議録署名議員の指名 

 日程第２ 

  第76号議案 平成18年度大洲市一般会計補 

        正予算（第１号） 

  第77号議案 平成18年度大洲市国民健康保 

        険特別会計補正予算（第１ 

        号） 

  第78号議案 平成18年度大洲市国民健康保 

        険診療所特別会計補正予算 

        （第２号） 

  第79号議案 平成18年度大洲市介護保険特 

        別会計補正予算（第１号） 

  第80号議案 平成18年度大洲市介護サービ 

        ス事業特別会計補正予算（第 

        １号） 

  第81号議案 平成18年度大洲市簡易水道事 

        業特別会計補正予算（第１ 

        号） 

  第82号議案 平成18年度大洲市港湾施設事 

        業特別会計補正予算（第１ 

        号） 

  第83号議案 平成18年度大洲市農業集落排 

        水事業特別会計補正予算（第 

        １号） 

  第84号議案 平成18年度大洲市公共下水道 

        事業特別会計補正予算（第１ 

        号） 

  第85号議案 平成18年度大洲市水道事業会 

        計補正予算（第１号） 

  第86号議案 平成18年度大洲市病院事業会 

        計補正予算（第１号） 

  第87号議案 大洲市屋外広告物条例の制定 

        について 

  第88号議案 長浜都市計画特別工業地区建 

        築条例の制定について 

  第89号議案 大洲市職員の勤務時間、休暇 

        等に関する条例の一部改正に 

        ついて 

  第90号議案 大洲市職員の旅費に関する条 

        例の一部改正について 

  第91号議案 大洲市国民健康保険税条例の 

        一部改正について 

  第92号議案 大洲市大和（郷）土地区画整 

        理事業債償還基金条例の廃止 

        について 

  第93号議案 辺地に係る公共的施設の総合 

        整備計画の変更について 

  第94号議案 大洲市過疎地域自立促進計画 

        の変更について 

  第95号議案 専決処分した事件の報告並び 

        に承認を求めることについて 

  （各委員長報告、質疑、討論、表決） 

 日程第３ 

  第96号議案 公平委員会委員の選任につき 

        同意を求めることについて 

  第97号議案 人権擁護委員の推薦につき意 

        見を求めることについて 

  （提案理由説明、質疑、討論、表決） 

 日程第４ 

  議第10号議案 大洲市議会議員定数条例の 

         制定について（定数20人） 

  議第11号議案 大洲市議会議員定数条例の 

         制定について（定数25人） 

  （提案理由説明、質疑、討論、表決） 
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  ～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 第76号議案～第95号議案 

 日程第３ 第96号議案、第97号議案 

 日程第４ 議第10号議案、議第11号議案 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午後２時00分 開 議 

○清水久二博議長 これより本日の会議を開き

ます。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○清水久二博議長 中野茂明議員ほか３名から

議第10号議案が、山下勝利議員ほか７名から議

第11号議案が、また市長より第96号議案及び第

97号議案の提出がありましたので、報告いたし

ます。 

 なお、市長より提出のありました報告第３号

から報告第12号までの報告10件につきましては

本日受理し、お手元に配付しておりますから御

了承願います。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○清水久二博議長 本日の議事日程は、お手元

に配付してあるとおりであります。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○清水久二博議長 まず、日程第１、会議録署

名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員に、１番大野立志議

員、２番上田栄一議員を指名いたします。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○清水久二博議長 次に、日程第２、第76号議

案から第95号議案までの議案20件を一括して議

題といたします。 

 ただいま議題といたしました各議案は、６月

20日の本会議においてそれぞれ所管する委員会

に付託された議案であります。 

 委員会における審査の経過と結果について各

委員長の報告を求めます。 

 まず、総務文教委員長の報告を求めます。 

○20番矢間一義議員 議長 

○清水久二博議長 矢間一義議員 

〔20番 矢間一義議員 登壇〕 

○矢間一義総務文教委員長 それでは、ただい

まから総務文教委員会の御報告を申し上げま

す。 

 当委員会は、去る６月22日、関係理事者の出

席を得て、付託を受けました平成18年度一般会

－79－ 



計補正予算を初め議案４件につきまして慎重な

る審査を行いました。その審査結果につきまし

ては、お手元に配付されております委員会報告

書のとおり、いずれの議案も原案のとおり可決

または承認すべきものと決した次第でありま

す。 

 それでは、審議過程で特に議論され、あるい

は委員より指摘、要望いたしました主なものの

概要について御報告を申し上げます。 

 初めに、第89号議案大洲市職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部改正についてであり

ます。 

 現在、市職員の勤務時間は午前８時30分から

午後５時15分までとなっており、そのうち給与

の支給対象とならない休憩時間が45分、支給の

対象となる休息時間が午前と午後にそれぞれ

15分ずつ認められております。今回の条例改正

は、給与の支給の対象となる午前と午後の休息

時間について、民間企業ではほとんど普及され

ていないことなどの理由により、国の人事院規

則で廃止されていることにあわせて、当市にお

いても廃止するとともに、45分の無給の休憩時

間を15分延長して１時間とし、それに伴い終業

時間を午後５時30分までにするというものであ

ります。 

 委員より、条文の中に１日の勤務時間が６時

間を超え８時間以下の場合には休憩時間を45分

以上１時間未満とすることができるという項目

もあるが、どういう場合を想定されているのか

とただしたのであります。 

 これに対して理事者より、職員の健康及び福

祉に重大な影響を及ぼすときを想定しており、

具体的事例として、小学校就学の始期に達する

までの子のある職員がその子を養育する場合

や、小学校に就学している子のある職員が送迎

をするために住所以外のところに出向く場合、

また職員が要介護者を介護する場合など、５つ

の適用項目が設けられており、これらに該当す

る職員から休憩時間を短縮し、短縮した分終業

時刻を早めたいとの申し出があった場合に限り

認められるものであると答弁がありました。 

 次に、平成18年度一般会計補正予算について

申し上げます。 

 まず、総務費について申し上げます。 

 今回の補正予算に行政改革推進の一環として

市補助金の見直しに当たり、より公平性、透明

性を図るために外部の委員で組織する審査会、

すなわち大洲市補助金等審査会の運営経費が計

上されております。 

 委員より、審査会の委員は市内の有識者５名

を選任するとなっているが、どういった方々を

選任するのか、また公平公正の立場からどのよ

うな審査方法を考えているのかとただしたので

あります。 

 これに対して理事者より、審査会委員の選定

に当たっては、補助金交付団体の役員等に就任

されている方は極力避けて、できるだけ補助金

との関係のない方を選任すべきとの考えで現在

人選中である。審査の方法に関しては、現在ま

でに補助金に関する調書をもとに財政課と行政

改革推進課により各課とのヒアリングを実施し

事前評価を行っており、この事前評価につい

て、各部から２名及び各支所長で構成する内部

の検討委員会で公益性、必要性、効果性、独創

性、適格性の５部門において点数により評価す

る予定である。さらに、その評価の妥当性につ

いて、今回設置する外部の有識者で構成する補

助金等審査会において審査し、その結果を市長

に意見書として提出していただく予定である。

その後、その意見書をもとに庁議において最終

決定する運びとなると答弁がありました。 

 次に、旧大洲保育所用地売却事業についてで

あります。 

 委員より、市長の提案理由説明の中で当該用

地について活用の見通しを得たとの発言に伴

い、具体的な内容についてただしたのでありま

す。 

 これに対して理事者より、この事業は城山公
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園整備事業に伴う用地買収に関連しており、当

該事業のため用地を買収する相手方に、代替地

として旧大洲保育所跡地の建物等を解体し更地

にして売却するものであり、今回の補正予算に

解体に要する工事請負費等を計上したものであ

ると答弁がありました。 

 次に、教育費関係について申し上げます。 

 今回の補正予算に県からの委託または補助事

業で指定校を指定して実施する教育関連の事業

費が多数計上されておりますが、その中の不登

校対策及び子供と親の相談員配置事業に関連

し、委員より、当市での不登校の現状と相談員

の配置状況、また近年増加傾向にある発達障害

児についてどの程度把握しているのかとただし

たのであります。 

 これに対して理事者より、不登校は平成13年

度が小・中学校合わせて34人とピークであった

が、平成14年度以降は減少傾向にあり、昨年度

は小学校で２名、中学校で21名、合わせて23名

までに減少した。以前の不登校は非行が主な原

因であったが、最近では人間関係のもつれや家

庭環境の複雑化により心が落ちつかないといっ

た精神的な要因によるものが多くなってきてい

る。 

 相談員の配置状況については、ハートなんで

も相談員を大洲南中、新谷中、肱東中にそれぞ

れ１名ずつ、また１名のスクールカウンセラー

が大洲北中、長浜中、長浜小学校の３校を巡回

している。さらに、菅田小学校には今回子供と

親の相談員を１名配置することとなり、喜多小

及び平小学校には生徒指導推進協力員という形

で１名配置している。 

 発達障害児の状況については、最近は能力は

高いものの、何らかの影響により突発的にパニ

ック状態に陥る高機能自閉症の子供がふえてい

る傾向があり、こういった児童・生徒が在籍す

る学校では現在の教員数では対応し切れないた

め、県からの職員を増員し対応している。しか

し、それでも対応できない場合もあり、そうい

った場合は市が独自に介助員等を配置している

のが現状である。 

 なお、専門家の話によると、高機能自閉症の

子供の割合は、20人から30人に１人とも言われ

ており、学校でも正確な人数を把握できていな

いのが現状であると答弁がありました。 

 以上のような説明を受け、委員より、現場の

先生方には大変な負担がかかっていることを改

めて認識するとともに、今後も先生方の指導に

期待したいという意見が出されたのでありま

す。 

 次に、その他の事項として、学童保育に対す

る教育委員会での対応と大洲少年自然の家の活

用について要望が出されましたので申し上げて

おきます。 

 まず、学童保育についてであります。 

 委員より、近年学童保育を希望する保護者の

声が高まり、全国的に設置箇所も増加傾向にあ

る。当市においても例外ではなく、今後ますま

す保護者の要望も高まることが予想されるた

め、教育委員会としても関係機関と積極的に協

議し、真剣に取り組んでいただきたいと要望し

たのであります。 

 次に、大洲少年自然の家についてでありま

す。 

 当該施設の運営については、今定例会での一

般質問に対し、理事者より閉鎖の方向で地元協

議を進めてまいりたいとの答弁がありましたこ

とは御案内のとおりであります。 

 このことに関して委員より、当市の財政状況

から今後も現行どおりの管理運営を要望するこ

とは無理があるのかもしれないが、現代の子供

たちは自然の中で体験する機会が少なくなって

おり、少年自然の家を利用しての体験は他の宿

泊施設では味わうことのできない貴重な経験で

あるため、現在の活用方法を見直し、子供たち

に農作物の種まきから収穫を体験させたり、グ

リーン・ツーリズム的な新たな体験型施設とし

て活用するなど、子供たちの将来に目線を向け
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た活用法なども検討していただきたいと要望し

たのであります。 

 以上、今定例会で付託されました議案の審議

経過及び要望、意見等について申し上げました

が、何とぞ適切なる御審議、御決定を賜ります

ようお願い申し上げまして、総務文教委員会の

報告を終わります。 

○清水久二博議長 次に、企画財政委員長の報

告を求めます。 

○12番村上常雄議員 議長 

○清水久二博議長 村上常雄議員 

〔12番 村上常雄議員 登壇〕 

○村上常雄企画財政委員長 それでは、ただい

まから企画財政委員会の御報告を申し上げま

す。 

 当委員会は、去る６月23日、関係理事者の出

席を得て、付託を受けました一般会計補正予算

案を初め議案４件につきまして慎重なる審査を

行いました。その審査結果につきましては、お

手元に配付されております委員会報告書のとお

り、いずれの議案も原案のとおり可決並びに承

認すべきものと決したのであります。 

 それでは、審議過程で特に議論され、あるい

は委員より指摘、要望いたしました事項につい

て、主なものにつき概要を御報告申し上げま

す。 

 まず、補正予算関係について申し上げます。 

 理事者から、大洲市一般会計補正予算（第１

号）の歳入全款と関係する歳出等について説明

がありました。 

 歳入のうち、市税全体の見通しにつきまして

は、個人市民税において税制改正の影響もあり

2.6％の調定額の増を見込むとともに、固定資

産税については横ばいないし微増、軽自動車税

においては微増を見込んでおり、たばこ税にお

いては禁煙運動の広がりにより減収の傾向にあ

るものの、本年７月１日から税率が引き上げら

れることによる増収を見込み、市税総額では

7,700万円の増額計上がされております。 

 次に、分担金及び負担金並びに国や県からの

負担金について、委員から、大洲学園知的障害

者施設費負担金が減額になっているのはどうい

う理由によるものかとただしたところ、理事者

から、施設利用の食費や光熱費等の負担につい

ては、今まで所得割で計算され、所得に応じて

多い人は多く少ない人はそれなりに負担されて

いたが、本年４月から障害者自立支援法が施行

されたことにより、定額部分が出てきたことや

システムが月払いから日払いに変更になったこ

とに伴い、利用者一人一人について減免等も含

め再計算を行った結果、当初予算の見込みより

減少したため減額補正するものであると答弁が

ありました。 

 次に、土木費国庫補助金のあんしん歩行エリ

ア整備事業補助金について、委員から、その使

い道となる事業の具体的な内容をただしたとこ

ろ、理事者から、この事業は東大洲拠点エリア

内の交通事故防止対策事業として路肩のカラー

舗装及び交差点におけるびょうの設置等を計画

しているものであり、総事業費は1,400万円

で、そのうち国からの補助金として55％の

770万円を計上したものであるとの答弁があり

ました。 

 次に、衛生費県補助金について、委員から、

浄化槽設置整備事業費補助金の県の補助率が従

来の３分の１から３分の１の80％になっている

が、制度の内容が変更になったのかとただした

ところ、理事者から、従来は国・県・市がそれ

ぞれ３分の１ずつの負担割合となっていたが、

県の財政が厳しいために昨年は３分の１の90％

になり、今年は３分の１の80％になったもの

で、その減額分の差額は市が負担しており、利

用者への補助額は変わっていないとの答弁があ

りました。 

 次に、総務費県補助金の離島航路運営事業補

助金について、委員から、青島の人口、運航日

数、年間利用人数等就航の実態をただしたとこ

ろ、理事者から、青島の人口は現在35人で、運
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航日数は年間で622回、平成17年度の年間利用

人数は子供も含め約4,870人になっている。運

航路については、以前は青島を起点にして長浜

間を１往復していたが、現在は船員の確保等の

事情から、長浜を起点にして午前と午後に２往

復するという運航形態になっているとの答弁が

ありました。 

 次に、地域づくり推進費の集会所改修工事費

並びに集会所整備費補助金についてでありま

す。 

 今議会に、市立集会所３カ所、地区集会所２

カ所、計５カ所の集会所修繕に係る予算が計上

されておりますが、委員から、集会所修繕に係

る採択基準はどのようになっているのかとただ

したのであります。 

 このことに対し理事者から、現在市立集会所

と地区集会所を合わせると全部で346棟あり、

修繕の要望も多数出てきているが、財政面でそ

のすべての要望にこたえられる状況になく、可

能な限り対応しているのが実態である。市立集

会所の場合は、修繕の内容等により機能回復、

機能維持及び向上、維持管理の範囲と３つに区

分しており、５万円以下の修繕についてはすべ

て地元負担、また５万円を超えた場合はコミュ

ニティー集会所整備基準に基づき１割から３割

の負担金をいただいている。一方、地区集会所

の修繕については、大洲市地区集会所整備事業

補助金交付規程に基づき、５万円を超えた部分

の半額について補助を行っているとの答弁があ

りました。 

 次に、大洲城管理費の「大洲お城まつり」負

担金について、委員から、このイベントではど

のような計画がなされているか、その具体的な

内容をただしところ、理事者から、「大洲お城

まつり」は大洲城が復元されて９月１日で３年

目を迎えるために行うもので、現在実行委員会

で内容を検討しているが、期間は８月12日から

13日のプレイベントと９月１日から３日間のメ

ーンイベントを計画している。プレイベントで

は、大洲球場で行われる愛媛マンダリンパイレ

ーツの試合と連携して城山でもちまきなどを行

う予定にしている。また、同じくプレイベント

として、８月12日の土曜日に、大洲市周辺の中

学生、高校生による吹奏楽のジョイントコンサ

ートを市民会館で行いたいと考えている。メー

ンイベントの３日間については、夏季大学の講

演会、大洲城に関する企画展、歴史クイズ、学

習会の開催など教育委員会と連携する事業、ま

た実行委員会としては絵画展や市内の写真愛好

家による写真展なども現在検討を行っている。

また、メーンイベントの期間中、可能であれば

大洲城の天守閣の周辺で大道芸人ショーや「大

洲まちなかウオークラリークイズ」を行いた

い。さらに、夏季大学で例年行っている講演会

は、今回大洲城あるいは大洲の歴史を踏まえた

内容とするために歴史番組担当のＮＨＫのアナ

ウンサーに依頼したいと考えている。また、

「私が描く大洲城」ということで、市内の小学

生、中学生の参加も考えているとの答弁があり

ました。 

 次に、電子計算費の総合電算システムプログ

ラム改良業務委託料について、委員から、今後

も税制や介護保険など制度の改正が予想される

が、そのようなときにシステムを改良する場

合、システム改良に伴う委託料は他市と当市と

ではどのような差、あるいは違いがあるのかと

ただしたところ、理事者から、他市と比較する

場合、システムの保守委託料の契約の仕方に大

きく分けて２つの方法がある。その１つは、当

市のようにシステムを導入した時点で導入業者

と総合的に５年程度の長期で契約する方法であ

り、このような契約のもとでは新たなシステム

改良が生じた場合の保守料は他の自治体でもほ

ぼ同じような状況である。もう一つの契約方法

は、システムごとに個々に契約をする方法で、

当市は現在31のシステムがあるが、そのシステ

ムを個々に地元の県内業者などと契約する場

合、一つ一つのシステムごとに比較するのは難
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しいが、どちらかというと個々に契約する方が

費用が少ないのではないかという感覚は持って

いる。ただ、合併時に４市町村のシステムを廃

止して新たに統合したシステムを構築してお

り、その際システムの導入と同時にシステムの

保守料については向こう５年間は経常的な経費

として契約している。その中で、特別なものと

して法改正等による画面の変更や帳票の追加、

データベースの変更や追加が生じ、プログラム

をつくりかえなければいけないような場合には

新たな費用が発生することになっている。ま

た、当市が独自に運用している５期の税システ

ムについても、変更が生じた場合、同様に費用

が発生するということで契約をしており、他市

との比較は一概にできないけれども、今回の補

正は契約している保守委託経費以外にプログラ

ムの変更が必要なため、その変更に費用が生じ

たものであるとの答弁がありました。 

 以上、当委員会における審査の概要を申し上

げましたが、よろしく御審議の上、適切なる御

決定を賜りますようお願いを申し上げまして、

企画財政委員会の報告を終わります。 

○清水久二博議長 次に、市民福祉委員長の報

告を求めます。 

○21番向井敏憲議員 議長 

○清水久二博議長 向井敏憲議員 

〔21番 向井敏憲議員 登壇〕 

○向井敏憲市民福祉委員長 市民福祉委員会の

御報告を申し上げます。 

 当委員会は、去る６月22日、関係理事者の出

席を得まして、付託を受けました平成18年度大

洲市一般会計補正予算案など議案８件につきま

して慎重なる審査を行いました。その審査結果

につきましては、お手元の委員会報告書のとお

り、いずれの議案も原案のとおり可決あるいは

承認すべきものと決した次第であります。 

 以下、審査の過程におきまして特に論議をさ

れました事項について、その概要を御報告申し

上げます。 

 まず、第91号議案大洲市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例についてであります。 

 今回の改正の概要としては、国保財政の安定

確保と被保険者の負担の公平を図るため、介護

分保険税率の改正をそれぞれ行うもので、平成

17年度には市町村合併に伴い医療分保険税の負

担調整を行ったため、介護分保険税については

応能応益割合の平準化にとどめていたが、現行

税率での試算において介護納付金の財源不足が

見込まれるため、今回税率の見直しを行うもの

であるとの説明があったわけでありますが、委

員より、改正による国保財政の見通しと改定に

至る経過についてただしたところ、今回税率の

引き上げを行ったとしてもなお財源不足の状態

であり、依然として厳しい状況が続く見込みで

あるが、改定に際しては国保運営協議会に諮問

するとともに、急激な負担の増加は避けるべき

であるとの運営協議会での御意見を踏まえ、被

保険者に対する負担が一度に過重とならないよ

う財政調整基金を充当することにより負担の軽

減を図ったものであるとの答弁がありました。 

 御案内のとおり、我が国の医療保険制度は世

界最長の平均寿命や高い保険医療水準を実現し

てきたところでありますが、急速な少子・高齢

化や経済の低成長への移行、また国民医療費は

毎年１兆円ずつ伸びており、大きな社会問題と

なっております。その際、国民が安心できる国

民皆保険制度を堅持していくことが重要であ

り、将来にわたり持続可能なものとしていくた

め、医療費適正化の総合的な推進及び新たな高

齢者医療制度の創設並びに保険者の再編、統合

など所要の措置を講ずるため、医療制度改革関

連法案が去る６月14日に成立したところであり

ます。 

 委員より、今回の医療保険制度改革の概要並

びに改革に伴う今後の当市の対応について、特

に高齢者対策について質疑が出されました。 

 これに対して理事者から、改革の主なものと

しては、現役並みの所得がある70歳以上の高齢
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者の患者負担の見直しや社会的入院と言われる

長期入院に係る療養病床の見直しなどがなされ

たが、一方で少子化対策の一環として出産育児

一時金を現在の30万円から35万円に、また乳幼

児の患者負担を就学前まで２割とするなどの軽

減措置がとられたところである。特に高齢者対

策としては、75歳以上を対象とした新たな後期

高齢者医療制度が平成20年度からスタートする

こととなり、その保険運営については県内全市

町が加入する広域連合が担うため、現在愛媛県

において検討会が設置されたところである。今

後は、関係機関や各種団体を通じて順次進めら

れるものと考えているが、当保険者としても高

齢者対策を初め最善の努力をするとともに、安

心して暮らせる医療保険制度となるよう努めて

いきたいとの答弁がありました。 

 次に、身体障害者福祉について申し上げま

す。 

 本年４月に施行された障害者自立支援法によ

りまして、10月から障害者に福祉サービスを提

供する場合は、介護保険と同様に認定審査会で

の審査と医師による意見書が必要となることか

ら、それに係ります所要の経費が計上されてい

るところでありますが、委員より、障害者がサ

ービスを利用する際の手続並びに障害程度区分

の判定方法について質疑が出されました。 

 これに対して理事者から、サービス利用の申

請に対しては、まず障害者の心身の状態を判定

するため、介護保険の認定調査79項目に加え障

害の特性に関する調査27項目により一次判定を

行い、この一次判定と特記事項並びに主治医の

意見書をもとに、今回設置する審査会において

二次判定を行った上で、区分１から区分６まで

の障害程度区分を認定することとなる。その

後、サービス利用の意向を聞き取り、認定され

た障害程度区分や生活状況などを勘案し、こと

しの10月以降、ホームヘルプサービスやショー

トステイなどの介護サービスについて支給決定

を行う予定であり、現在サービスを利用されて

いる方については、直接連絡し、申請手続及び

認定調査を行い、サービス利用に支障が生じな

いよう対応していきたいとの答弁がありまし

た。 

 また、委員より、大洲学園などの施設に入所

されている方に対してはどのような対応となる

のかただしたところ、理事者から、施設入所者

については猶予期間が設けられており、平成

23年度末までに新しい体系に移行しなければな

らないこととなっており、当市においては障害

者自立支援法が施行されて間もないこともあ

り、今後３年をめどにその意向について検討し

たいという施設が多いため、施設の新体系への

意向を勘案しながら、入所者が混乱しないよう

適切に対応していきたいとの答弁がありまし

た。 

 次に、高齢者デイサービス事業について申し

上げます。 

 当市の高齢化率は27％を超え、10年後には三

十数％になると見込まれ、今後高齢者及び高齢

者を抱える家庭を地域社会全体で支援していく

ことが重要になっており、高齢者施策の中でも

特に重要となる介護予防事業については、一層

効果的に推進していくことが求められておりま

す。 

 このような中において、デイサービス事業に

ついては、閉じこもりがちな高齢者や見守りを

必要とする高齢者に対してこれまでも生きがい

老人デイサービス事業として効果的に実施され

てきたところですが、委員より、今回の補正予

算に計上されている介護保険特別会計における

特定高齢者デイサービス事業と一般会計におけ

る高齢者デイサービス事業の概要とその区別に

ついて質疑が出されました。 

 これに対して理事者から、介護保険特別会計

においては、今年度から第３期介護保険事業計

画に基づき予算執行しているところであり、今

回の介護保険法改正により予防型システムへの

転換策の一つとして、要支援、要介護認定を受

－85－ 



けていない高齢者のうち、要支援、要介護状態

に陥るおそれのある方を対象とした地域支援事

業が創設され、できるだけ要支援、要介護状態

にならないようにするための事業として今回特

定高齢者デイサービス事業を実施しようとする

ものである。また、特定高齢者と一般高齢者の

区別については、保健センターや各公民館で行

っている基本健診等により将来的に要支援、要

介護状態に陥るおそれの程度により区別するも

のであり、このおそれが少ないとされる高齢者

に対しては、一般高齢者デイサービス事業とし

て昨年まで実施していた生きがい老人デイサー

ビス事業と同様に給食や入浴、教養講座や創作

活動などを行い、一方要支援、要介護状態に陥

るおそれのある高齢者に対しては、特定高齢者

デイサービス事業として本人の意向や生活環境

を踏まえケアプランに基づき機能訓練や口腔ケ

アなど介護予防を中心に事業を行うもので、こ

ういった介護予防の施策を展開することで、こ

れまで以上に高齢者の自立に向けた支援を行っ

ていきたいとの答弁がありました。 

 以上、委員会審査の概要について申し上げま

したが、何とぞ適切なる御審議、御決定を賜り

ますようお願いを申し上げまして、市民福祉委

員会の報告を終わります。 

○清水久二博議長 次に、建設農林委員長の報

告を求めます。 

○15番宮本増憲議員 議長 

○清水久二博議長 宮本増憲議員 

〔15番 宮本増憲議員 登壇〕 

○宮本増憲建設農林委員長 それでは、ただい

まから建設農林委員会の御報告を申し上げま

す。 

 当委員会は、去る６月23日、関係部課長の出

席を得て、付託を受けました平成18年度一般会

計補正予算案を初めとする議案９件につきまし

て慎重なる審議を行いました。その審査結果に

つきましては、お手元に配付されております委

員会報告書のとおり、いずれの議案も原案のと

おり可決すべきものと決した次第であります。 

 それでは、審査の過程で特に議論され、ある

いは委員より指摘、要望いたしました主な事項

について、その概要を御報告申し上げます。 

 まず、第87号議案は大洲市屋外広告物条例の

制定についてでありますが、理事者より、この

条例は屋外広告物の規制の根拠となる屋外広告

物法をもとに、良好な景観を形成し、もしくは

風致を維持し、または公衆に対する危害を防止

するために、屋外広告物の表示及び広告を掲示

する物件の設置並びにこれらの維持について必

要な規制を行うことを目的に制定を図るもので

ある。 

 その背景としては、特に最近では美しい町並

みと良好な景観に対する国民の関心が高まって

きており、地方自治体においても景観条例を制

定するなど、地域の個性や特色を生かし、地域

住民の意向を踏まえつつ整備を図っていく景観

行政が求められている。 

 その景観行政と密接な関係にある屋外広告物

の規制に関しては、本市ではこれまで屋外広告

物法に基づく愛媛県屋外広告物条例により運営

をしてきたが、本市が昨年５月に景観法に基づ

く景観行政団体となったことから、大洲市の実

情に即した独自の景観形成に向けた計画区域の

設定とその方針を景観計画として取りまとめ、

良好な景観形成の実現に必要な基準や制限を求

めていくことが可能となった。 

 このことから、景観行政と連携し、他事業と

一体性を図るためにこの条例を制定しようとす

るものであり、当面は県条例を移行したものと

するが、今後の景観行政の進捗にあわせ適切に

対応できるよう本条例の制定を行うものである

との説明がありました。 

 次に、委員から、平成18年度一般会計補正予

算の説明を受けるに当たり、県では県議会にお

いて６月定例会に新たな予算や補正は計上しな

いという方針が出されているが、県補助金交付

の全体の概要と必要な箇所についてはその都度
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個別での状況を説明できないかとの質問が出さ

れました。 

 このことについて理事者からは、道路整備に

関する予算について、昨年も同様であったが、

本年も県では６月補正では計上せず、また県単

独事業も今年度で終了するということを聞いて

いる。しかし、昨年度県道の県単独事業予算で

は最終的には増額されている。今年の県議会の

６月定例会での補正はないということではある

が、９月の定例会での方針はまだ出されておら

ず、今後については不透明な部分もある。今年

度補助を受けることができなかった事業につい

ては、来年度再度申請する必要があるが、来年

度県費補助事業がなくなった場合、特に継続事

業は市単独または起債で行うなど方向転換をす

る必要があると考えている。なお、農林業関係

で今年度国・県へ要求している補助については

全て当初予算で計上されている。また、市の予

算では市単独の補助率を定めており、多数の事

業実施の要望があった場合には予算の範囲内で

助成することとしているとの答弁がありまし

た。 

 次に、理事者より、農業振興における補助の

うち、みかん産地再編緊急対策事業補助金につ

いては、温州ミカン、伊予柑等から他の有力品

種への転換による産地づくりのため、産地再編

条件整備を図るものである。事業概要は、改植

する農家が９戸、マルチ資材購入が26戸、ミカ

ンのかん水資材の購入が４戸、ハウス施設の整

備が２戸となっており、総事業費で2,240万

円、補助率は県が３分の１、市が６分の１とな

っている。 

 次に、認定農業者総合支援事業について、農

地の集積を行い経営規模拡大を行っている認定

農業者を対象に事業導入を図るもので、この事

業導入により農作業の効率化、経営の安定と地

域農業の活性化を図ることを目的としており、

事業内容は菅田地区の機械化組合がコンバイン

１台を購入するもので、事業費は398万7,000円

となっている。補助率は県が３分の１、市が５

分の１となっている。 

 次に、強い農業づくり交付金事業補助金につ

いては、指定産地となっている白菜について、

産地の強化を図り、生産性並びに作業の効率化

を図るため全自動歩行型収穫機４台の導入を図

るもので、総事業費は390万円、補助率は国が

２分の１となっているとの説明がありました。 

 次に、委員より、河辺地区の２路線の改良工

事について、昨年から県費補助がつけられてい

ないが、そのうち１路線については最終年度で

もあり辺地事業や過疎対策事業に切りかえる等

何らかの方法で実施できるよう対応できない

か、あわせて辺地対策事業と過疎対策事業につ

いては起債事業であるので、計上している分に

ついては100％実施できるかとただしたのであ

ります。 

 このことについて理事者から、この改良工事

について補助残に辺地債を入れているので、も

し県費補助がつかないような場合には本年度予

定の施行延長が計画より短くなるなど整備のお

くれは生じるが、採択要件の施行延長が確保で

きるようであれば起債により対応ができるもの

と考えている。辺地と過疎の事業が全部実施で

きるかということについては、昨年要望した分

はほとんど実施できたが、これも起債枠の問題

があるためその範囲の中で緊急性の高いものか

ら優先的に実施していくことになるとの答弁が

ありました。 

 次に、委員から、がけ崩れ防災対策事業の本

年度実施数の確認とそのうち補助が内定してい

る件数について説明を求めました。 

 このことについて理事者から、がけ崩れ防災

事業については、本年度当初予算で１カ所、今

回の補正予算で８カ所の計９カ所を実施するよ

うにしている。このうち、現在４カ所が内示を

受けているが、残りの分については平成16年は

災害が東予地方で大規模に多発したため、そこ

へ予算を集中的に配分されていたが、現在はあ
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る程度復旧がされてきているため、全体的な予

算の中で増額をお願いしていきたいとの答弁が

ありました。 

 次に、理事者から、大洲市公共下水道事業特

別会計の補正予算について、終末処理場建設費

肱南処理区の委託料850万円の追加について

は、平成７年の供用開始以来、肱南処理区内の

接続率は平成18年３月31日現在で約78.7％にま

で上昇している。その結果として、処理水と汚

泥に分離する処理行程が近年限界近くに達して

きた。このことから愛媛県と協議したが、国庫

補助の対象でもあることから早急にこの改修を

行うべきであるということになったため、今回

肱北浄化センター建設工事委託料から肱南浄化

センター建設工事委託料に予算の組み替えをす

るものであるとの説明がありました。 

 このことについて委員から、公共下水道事業

について、概要と現在の進捗状況について説明

を求めたのであります。 

 理事者から、まず全体的な計画として大洲市

の用途地域全部合わせると398ヘクタールあ

り、事業費は約300億円程度かかる見込みであ

る。そのうち、肱南処理区については、昭和

63年度から平成17年度までの18年間の事業費は

約98億2,500万円となっている。現在の供用開

始面積は87.8ヘクタールであり、面整備率で

98.9％とほとんどの整備ができている状態であ

る。肱北処理区については、都市計画決定して

いるのが299ヘクタールで事業費は約200億円と

試算している。このうち事業認可を平成11年３

月に97.7ヘクタールで受けており、事業費を約

90億円と見込んでいる。事業は平成10年度から

着手しており、供用開始は平成20年度に36ヘク

タールを予定している。面整備については現在

19ヘクタールが完了しており、率にすると約

19.4％になる。また、管路の施行済み延長につ

いては8.2キロメートルとなっており、事業費

については平成10年度から平成17年度の８年間

で約28億700万円となっている。なお、肱北処

理場の整備については現在約41％となってお

り、肱北処理区全体の整備実績については約

45.3％となっているとの答弁がありました。 

 以上、当委員会に付託を受けました議案の審

査経過並びに結果につきまして申し上げました

が、よろしく御審議の上、適切なる御決定を賜

りますようお願いいたしまして、建設農林委員

会の報告を終わります。 

○清水久二博議長 以上で委員長の報告は終わ

りました。 

 委員長報告に対する質疑は発言通告がありま

せん。したがって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 発言の通告がありますので、これを許しま

す。 

 大野新策議員の発言を許します。 

○29番大野新策議員 議長 

○清水久二博議長 大野新策議員 

〔29番 大野新策議員 登壇〕 

○29番大野新策議員 日本共産党の大野新策で

す。私は、18年６月議会に提案をされておりま

すそれぞれの議案を検討し、市民の皆さん方の

暮らしや福祉を充実させる立場から、提案をさ

れております20の議案のうち、第76号議案平成

18年度大洲市一般会計補正予算（第１号）、第

77号議案大洲市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）、第79号議案大洲市介護保険特別会

計補正予算（第１号）、これは５万大洲市民の

暮らしや福祉を充実させていく、そう考えたと

きに賛成できる議案ではありません。 

 小泉首相は痛みの向こうに明るい希望がある

と構造改革を進めて、三位一体の改革の名のも

とに職員の削減、民間委託や民営化などで福祉

と暮らしのための施策を切り捨てて、住民負担

の引き上げで財政難を乗り切ろうとしていると

私は３月議会の反対討論でも指摘をしましたけ

れども、事態は指摘どおりに進んでおります。 

 庶民には低金利政策を押しつける一方、村上

ファンドに絡んで自分は株式投資で大もうけを
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していたことが明らかになった福井日銀総裁の

辞任を求める声などは日増しに強まってきてい

ます。違法ではないと弁解をされますけれど

も、国民は日銀総裁としての責任はどう果たさ

れるのか注目をしているところであります。 

 大洲でも、今市民の方から監査請求されてお

ります市長特別応接室へのトイレの設置問題

は、予備費からの支出であると議会でも答弁は

されたところでありますけれども、答弁の中

で、合併で会議も多くなった、現在は特別応接

室ではなくて会議室として利用しており、３階

にはトイレが１カ所しかないので不便をかけて

いるから設置をした、そう説明をされました。

重要な会議に参加するのであれば、私などは先

に用を済まして参加しております。それが私は

礼儀だと思いますし、エチケットだと考えてい

るところであります。どこでも部屋とは別のと

ころにトイレは設置をされているのが普通であ

ります。部屋の中にトイレを設置するというの

は常識的にはその部屋を主に利用するその人の

専用のトイレと理解をするものであります。 

 今市町村合併で市民にはあらゆる面で我慢を

強いているわけでありますから、市長を初め関

係者は少し我慢をしてでもむだなところには予

算を使わないという姿勢こそ必要であります。

第76号一般会計補正予算案からはそういう姿勢

が見えてまいりません。 

 また、第77号議案、第79号議案は４月の医療

制度の改悪で医療費負担がふえ、また10月から

は介護保険事業の見直しによって市民の負担増

を押しつける予算案であります。私は、第76号

議案、第77号議案、第79号議案の３予算案に反

対をするものであります。 

 また、第91号議案は国保税条例の一部改正で

ありますけれども、基本は国保税の引き上げに

つながるものであります。私はこれまでも国保

税は高過ぎると指摘をして、引き下げられるべ

きだと主張をしてまいりました。条例改正案は

国保税の引き上げにつながるものであり、反対

を表明をするものであります。 

 以上、６月議会に提案をされております20議

案のうち、４議案について反対の討論を行いま

したけれども、市長は国や県の言いなりではな

く、市民、住民の立場で意見を国や県に具申を

し、住民負担の押しつけに反対をして、住民の

暮らしを守る防波堤の役割を果たし、サービス

は高い方に負担は低い方にという公約を国にも

県にも守らせて実現をされるように改めて要望

し、私の反対討論にかえる次第であります。御

清聴ありがとうございました。 

○清水久二博議長 以上で討論を終結いたしま

す。 

 これより採決を行います。 

 まず、第76号議案平成18年度大洲市一般会計

補正予算（第１号）を採決いたします。 

 この議案を委員長報告のとおり原案可決する

ことに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○清水久二博議長 起立多数であります。した

がってただいまの議案は原案のとおり可決され

ました。 

 次に、第77号議案から第84号議案までの議案

８件を一括して採決いたします。 

 これらの議案を委員長報告のとおり原案可決

することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○清水久二博議長 起立多数であります。した

がってただいまの議案８件は原案のとおり可決

されました。 

 次に、第85号議案及び第86号議案の議案２件

を一括して採決いたします。 

 これらの議案を委員長報告のとおり原案可決

することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○清水久二博議長 起立全員であります。した

がってただいまの議案２件は原案のとおり可決

されました。 

 次に、第87号議案から第92号議案までの議案
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６件を一括して採決いたします。 

 これらの議案を委員長報告のとおり原案可決

することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○清水久二博議長 起立多数であります。した

がってただいまの議案６件は原案のとおり可決

されました。 

 次に、第93号議案及び第94号議案の議案２件

を一括して採決いたします。 

 これらの議案を委員長報告のとおり原案可決

することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○清水久二博議長 起立全員であります。した

がってただいまの議案２件は原案のとおり可決

されました。 

 次に、第95号議案専決処分した事件の報告並

びに承認を求めることについてを採決いたしま

す。 

 この議案を委員長報告のとおり承認すること

に賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○清水久二博議長 起立多数であります。した

がってただいまの議案は承認されました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○清水久二博議長 次に、日程第３、第96号議

案及び第97号議案の議案２件を一括して議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

○大森隆雄市長 議長 

○清水久二博議長 大森市長 

〔大森隆雄市長 登壇〕 

○大森隆雄市長 それでは、第96号議案公平委

員会委員の選任につき同意を求めることについ

てを御説明申し上げます。 

 本案は、平成17年４月１日付をもって選任い

たしております３人の委員さんのうち、成岡安

善委員から一身上の都合により平成18年６月

30日付をもって辞職したい旨の願いが提出さ

れ、これを承認しましたので、後任の委員を選

任するに当たり議会の同意をお願いするもので

あります。 

 成岡委員には、短い期間ではありましたが、

就任以来委員長として職員の利益の保護と公正

な人事権の行使を保障するため格別の御尽力を

いただきました。その御労苦に改めて感謝と御

礼を申し上げる次第でございます。 

 後任の委員といたしましては、お手元の議案

書にありますとおり、小澤功氏を選任いたした

いと存じます。 

 小澤氏は、市内比地町にお住まいでございま

して、昭和43年３月高知大学教育学部を御卒業

になり、今治市内の中学校講師を経て、翌年４

月市立大洲南中学校教諭として奉職されまし

た。以来、蔵川中学校、八幡浜市立愛宕中学

校、大洲東中学校、新谷中学校、柴小学校等々

に勤務されまして、本年３月大洲南中学校校長

を最後に御退職になりました。御在職中におい

ては、文部科学省英語教育指導者講座や長期教

員海外派遣研修に参加され、市内はもとより県

内教育会の指導的立場として英語科教育の発展

に寄与されるなど、37年間にわたり児童及び生

徒の教育一筋に情熱を傾けてこられた方でござ

います。平成５年に教頭、10年に校長に昇任さ

れ、小・中学校の経営と所属職員の指導監督に

当たられるとともに、大洲市学校体育会会長、

愛媛県教育研究協議会大洲支部長等の要職を歴

任されております。 

 以上のように、人格は申し上げるまでもな

く、特に教育行政の運営や人事行政にかかわる

高い識見を有され、広く社会の実情にも通じて

おられますので、本市の公平委員会委員として

適任であると確信し、ここに御提案申し上げた

ものであります。 

 次に、第97号議案人権擁護委員の推薦につき

意見を求めることについてを御説明申し上げま

す。 

 本案は、旧長浜町の推薦により法務大臣から

委嘱されておりました清水禎子委員の任期が平
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成18年９月30日をもって満了となりますので、

後任の委員を推薦するに当たり議会の御意見を

お願いするものであります。 

 私といたしましては、お手元の議案書に記載

のとおり、清水委員に引き続いてお願いをいた

したいと存じております。 

 清水委員は、市内白滝にお住まいでございま

して、昭和36年３月高岡学園洋裁師範科を御卒

業になり、同年９月から昭和43年12月までの７

年間余りは同学園の教師として勤務されており

ました。同学園を御退職、御結婚後は白滝地区

において婦人会長、婦人防火クラブ会長、長浜

町青少年補導員、県消費生活アドバイザー、長

浜高等学校心の悩み相談員など多くの公職につ

かれ、地域のリーダーとして御活躍いただいて

きた方でございます。現在は大洲市社会教育委

員、そして平成12年９月からは人権擁護委員と

して人権の擁護と人権思想の普及、高揚に御尽

力をいただいているところでございます。 

 以上のように、人格は申し上げるまでもな

く、既に委員として２期６年近くの経験を積ま

れ、また特に高齢者の人権にかかわる高い識見

を有され、広く社会の実情にも通じておられま

すので、本市の人権擁護委員として適任である

と確信し、ここに御提案申し上げたものであり

ます。 

 以上、追加提案いたしました人事案件２件に

つきまして、一括して御説明を申し上げまし

た。何とぞ満場一致をもって御同意を賜ります

ようお願いを申し上げまして、提案理由の説明

とさせていただきます。何とぞよろしくお願い

を申し上げます。 

○清水久二博議長 以上で説明は終わりまし

た。 

 本件に対する質疑は発言通告がありません。

したがって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案２件につ

きましては、会議規則第37条第２項の規定によ

り、委員会への付託を省略したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○清水久二博議長 御異議ないものと認め、委

員会付託を省略することに決定いたしました。 

 本件に対する討論は発言通告がありません。

したがって討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。 

 まず、第96号議案公平委員会委員の選任につ

き同意を求めることについてを採決いたしま

す。 

 この議案に同意することに賛成の議員の起立

を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○清水久二博議長 起立全員であります。した

がってただいまの議案は同意することに決しま

した。 

 次に、第97号議案人権擁護委員の推薦につき

意見を求めることについてを採決いたします。 

 この議案に同意することに賛成の議員の起立

を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○清水久二博議長 起立全員であります。した

がってただいまの議案は同意することに決しま

した。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○清水久二博議長 次に、日程第４、議第10号

議案及び議第11号議案、すなわち大洲市議会議

員定数条例の制定についての２件を一括して議

題といたします。 

 まず、議第10号議案、すなわち議員定数を

20人とする案について提案理由の説明を求めま

す。 

○27番中野茂明議員 議長 

○清水久二博議長 中野茂明議員 

〔27番 中野茂明議員 登壇〕 

○27番中野茂明議員 それでは、議案提出の理

由説明をいたします。 

 議第10号議案大洲市議会議員定数条例の制定
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についてを次のとおり提出をいたします。 

 地方自治法第91号第１項の規定に基づき、大

洲市議会の議員の定数は20名とする。 

 附則については議案のとおりでありますの

で、どうかよろしく御審議の上、適切なる決定

を賜りますようお願いを申し上げて説明にかえ

ます。 

○清水久二博議長 次に、議第11号議案、すな

わち議員定数を25人とする案について提案理由

の説明を求めます。 

○26番山下勝利議員 議長 

○清水久二博議長 山下勝利議員 

〔26番 山下勝利議員 登壇〕 

○26番山下勝利議員 それでは、議第11号議案

大洲市議会議員定数条例の制定について、提出

者を代表いたしまして御説明を申し上げます。 

 現在の議員定数及び選挙区の設置につきまし

ては、大洲喜多合併協議会において慎重なる協

議検討の結果決定され、旧市町村議会において

も議決されております事項でありまして、議員

定数は30人、選挙区については旧市町村を区域

とした選挙区が設けられています。これにより

まして、昨年の10月２日には合併後初めてとな

る一般選挙が執行され、旧大洲市の区域からは

18人、旧長浜町からは７人、旧肱川町からは３

人、旧河辺村からは２人の議員がそれぞれ選出

され、現在各議員さんにおかれましては鋭意御

活躍されているところであります。 

 この議員定数は合併により60人から30人と半

数になったわけですが、財政的には歳出の削減

が図られた半面、議員が大幅に削減された地域

においては住民の意見などが反映されにくくな

るのではないかといった不安が残っているのも

事実でありまして、今後最少で最大の効果を上

げるため、より効率的な議会の運営を図ってい

くことが求められています。 

 一方、本市の財政状況は、いわゆる国の三位

一体改革や長引く景気の低迷などによって非常

に厳しい環境にありまして、大森市長におかれ

ましては今後の安定した行財政を図っていくた

めに、大洲市行政改革大綱並びに大洲市集中改

革プランを策定し、市を挙げて思い切った改革

に取り組まれているところであります。 

 このような状況を見据えながら、次期議員定

数に関して、昨年の11月から議会運営委員会に

おいて市民の意見や各会派の意向を踏まえなが

ら協議検討並びに調整を進めてまいりました。

その過程では、地元地区から議員がいなくなり

不安であることから選挙区を残してほしいとい

う地域住民の声も現実にあることや、合併して

間もない時期であり、大幅に減らすのではな

く、段階的に削減していくべきという意見、ま

た一方で行財政改革からの面も含め大幅な削減

を図るべきなどさまざまな意見が出たのであり

ます。 

 議会においても、議員みずからが議員定数の

削減を決断することにより、率先して改革の範

を示すべきであるとの結論に達し、今回の条例

案において、次の一般選挙から選挙区を廃止す

るとともに議員定数を30人から25人に改めよう

とするものであります。 

 この議員定数の削減と選挙区の廃止を行うこ

とにより、今まで以上に市民の声が市政に反映

されにくくなったり、行政の執行状況に対する

監視機能が低下したのではかえって市民にとっ

てマイナスになってしまいます。議会は議決機

関としての大きな権能と重要な責務を担ってお

り、議員みずからがその責務を十分に自覚する

とともに、議員定数の減少に係る機能の行使や

責任の遂行に障害とならないよう、こうした住

民の不安や懸念を払拭するためにも、私たち議

員はこれからも一層の研さんに努め市民の負託

にこたえていかなければならないということは

言うまでもありません。 

 このように、議員みずからが定数削減等に取

り組むことは、今後の議会の活性化並びに行財

政改革に向けた強い決意のあらわれでありま

す。身を削る大変な選択でもありますが、むし
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ろ議員の資質向上と倫理の徹底を目指そうとす

る確たる理念と確信の上に立ってのことであり

ます。議員の皆様におかれましては、これまで

申し上げました趣旨に御理解をいただき、本案

に御賛同いただきますことを心からお願いを申

し上げまして、提案理由の説明にかえさせてい

ただきます。どうかよろしくお願いいたしま

す。 

○清水久二博議長 以上で説明は終わりまし

た。 

 本件に対する質疑は発言通告がありません。

したがって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案２件につ

きましては、会議規則第37条第２項の規定によ

り、委員会への付託を省略したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○清水久二博議長 御異議ないものと認め、委

員会付託を省略することに決定いたしました。 

 これより討論を行います。 

 発言の通告がありますので、順次発言を許し

ます。 

 まず、大野新策議員の発言を許します。 

○29番大野新策議員 議長 

○清水久二博議長 大野新策議員 

〔29番 大野新策議員 登壇〕 

○29番大野新策議員 私は、ただいま提案をさ

れました議第10号議案並びに議第11号議案に対

する反対の討論を行いたいと思います。 

 次回の選挙から議員定数を20人に減らすとい

うのが議第10号議案の内容であります。また、

議員を25人に減らすというのが議第11号議案の

議案であります。それぞれの条例案について提

案理由の説明がありましたけれども、私は今市

町村合併で行政も職員の削減や経費の削減など

で非常に苦しんでいる、一生懸命頑張ってる、

議会は何もしないのでいいのかと、定数を減ら

して理事者に協力をしていくという論であると

思うわけであります。 

 私は、議員の定数は昨年行われた前回の選挙

で60人から定数が30になりました、そして今こ

の議場で５万市民の皆さん方の暮らしや福祉、

さらには地域の活性化、大洲市の発展のために

それぞれの立場から頑張っていただいていると

確信をしています。その中で、議員の数が少な

ければ少ないほどいいという立場に私は立つつ

もりもありませんし、皆さん提案をされたそれ

ぞれの理由に賛成を、同意をするわけにはいか

ないというふうに考えています。 

 議員１人当たりの人口は現在1,400人余りの

方を担当すると、そういう状況でありますが、

20人になれば2,500人、25人になれば2,000人、

そういうふうな数になろうと思います。議員と

いうのは市民の皆さん方の声を十分につかんで

市政に反映をさせていく、そういう大きな責任

があるわけであります。私は、昨年の選挙で小

選挙区で行った定数30で選挙が行われたわけで

ありまして、次回の選挙でやはり選挙区を小選

挙区から大選挙区へ変えていくと、そして30の

議席で市民の負託を問う、これが今大洲市議会

の置かれている議会の役割じゃないかというふ

うに思うわけであります。 

 また、定数削減をする、そのことにつきまし

ても、数を示しながら、私は市民の皆さん方の

合意を十分にとりつけて、次の次の選挙から定

数を減らしていくというふうなことにするべき

だと、段階的に改定、削減をしていくべきだと

いう立場であります。 

 ですから、ただいま提案をされております第

10号議案並びに第11号議案については反対を表

明をして討論にかえるわけであります。 

 終わります。 

○清水久二博議長 次に、梅木良照議員の発言

を許します。 

○10番梅木良照議員 議長 

○清水久二博議長 梅木良照議員 

〔10番 梅木良照議員 登壇〕 
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○10番梅木良照議員 ただいま議題となってお

ります大洲市議会議員定数条例の制定につい

て、その議員定数を25人とする案に対しまして

賛成討論を行います。 

 先ほどの提案理由説明にもありましたよう

に、当市議会の議員定数に関しましては、旧町

村の合計定数であった60人から現在の30人の大

幅減となっておりまして、次期議員定数につい

て、すなわち平成21年10月からは25人とするこ

とによりまさに少数精鋭の議会となるわけであ

ります。 

 御案内のとおり、当市の財政状況は言うまで

もなく非常に厳しい状況が続いているところで

あり、行政改革の面からも現状の30人では市民

の方々に理解を得がたいのではないか。また、

私たち議員は市民から選ばれた者として議員で

あることの重みと責任を考えるとき、何らかの

結論を見出すことが重要だったわけでありまし

て、議会運営委員会におかれましては慎重審議

をしていただき、また我々も市民の方々を初め

各方面に足を運び協議検討の結果であり、私は

今回の25人という５人を減少する案を出されて

いることに対しましてこの案に賛成するもので

あります。 

 この議員定数の問題につきましては、一般的

には財政的観点から見られがちであり、行政改

革の視点からのみにとらわれて問題にされてい

るような感もあります。 

 しかしながら、議員定数という根本的なもの

は、議会の権能、つまり議会のあり方、役割を

決める重要な要素でありまして、その数、すな

わち議員定数の大小がその議会の運営に大きく

響いてきます。つまり住民の意思を十分に反映

することができるかどうかといった点が重要と

なってくるものであります。 

 したがって、この25人案は、議会が十分に住

民の意思を行政に反映する権能を確保しつつ、

能率的な議会運営をするために果たして何人の

議員定数がいいのかということを念頭に議論さ

れてきたものであり、私は次期大洲市議会は

25人の議員定数をもって議会制民主主義の立場

に立ち実り多い大洲市のまちづくりのために邁

進できるものと確信し、以上賛成討論といたし

ます。 

○清水久二博議長 次に、二宮淳議員の発言を

許します。 

○９番二宮淳議員 議長 

○清水久二博議長 二宮淳議員 

〔９番 二宮淳議員 登壇〕 

○９番二宮淳議員 私は、議員定数を20名とす

るという条例案に対する賛成の立場から討論を

いたします。 

 まず、合併の第一義の目的であります行財政

改革、これもちろん財政の健全化ということは

非常に重要な項目となってまいります。その中

で、この大洲市、愛媛県下11市の中においてそ

の財政状況は最悪でございます。 

 そういった中で、議員はみずから身を削って

でもその議員の定数を減して財政の健全化に努

力しなければならないというふうに私は思って

おります。やみくもにその20っていう数字が出

るわけではなく、これは将来的に次の市議会選

挙のときには多分大洲市の人口は５万人を切っ

ているだろうと思われます。そうなると、議員

の法定定数は上限が26名でございます。果たし

てそれより１名減らしただけの25名でよろしい

でしょうか。 

 また、全国的に見ましても、人口が約５万人

前後の自治体、そこの議員の定数というものを

平均すると22.5名でございます。そういったこ

とを考え合わせますと、私は議員定数を20にす

るのが妥当ではないかというふうに考えます。 

 また、先ほど来20に減したものではその地域

の声が届きにくくなるんじゃないかというふう

に心配されているようでございますけれども、

これに関しましては合併協議会において地域審

議会というものができてございます。その中

で、河辺、肱川、大洲、長浜各地域で15名ずつ
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の有識者や各分野にたけた構成メンバーから審

議会ができておりますけれども、そういった中

で地域の問題点や要望といったものを行政に反

映させていただけるのではないかというふうに

私は思っております。 

 以上のような理由で、私は議員の定数を20名

にするということの条例案に賛成の立場から討

論をいたします。 

 以上です。 

○清水久二博議長 次に、中野寛之議員の発言

を許します。 

○８番中野寛之議員 議長 

○清水久二博議長 中野寛之議員 

〔８番 中野寛之議員 登壇〕 

○８番中野寛之議員 私無所属の中野寛之は、

定数25人とする大洲市議会議員定数条例案に賛

成の立場から討論を行います。 

 昨年１月の市町村合併後、新大洲市議会にお

いては議会の早期解散などをめぐりまして非常

なごたごたがございました。そして、昨年10月

の出直し市議会議員選挙におきましても、これ

ら議会の混乱に対しまして市民の皆さんからの

厳しい審判が下ったことは皆さん記憶に新しい

ことだと思います。 

 私も市民の皆さんの厳しい視線、そして現在

の財政状況から見まして議員定数の削減がまず

必要であると、このように考えておりました。 

 昨年の市議選後、速やかにこの問題に関する

非公式協議を開始し、翌11月には議会運営委員

会にて正式に議題として取り上げまして、８カ

月にわたりさまざまな議員の方々と協議を重

ね、ようやくここまでこぎつけることができた

と改めて感じております。 

 また、この議論の最終段階でもやや紛糾いた

しましたが、全会一致への努力もまた非常に行

われております。先ほどの提案理由説明の中で

は触れられておりませんでしたが、議会運営委

員会の中での各会派取りまとめの段階では、単

純な多数決だと定数26人とする案が実は有力で

ございました。しかし、この中で議会運営委員

会山下委員長は議会自身のルールを定める定数

条例の策定に当たっては議論を尽くして全会一

致を目指すべきであり、県議会や松山市議会の

ような多数決による決着は望ましくないとの御

見識に基づき、定数25という委員長提案を行っ

たわけであります。そして、全会一致を目指し

て慎重かつ長期的な話し合いの努力が続けられ

てきました。 

 私自身は議員定数24人以下が望ましいという

考えでありました。しかし、この８カ月間の話

し合いを尊重し、そして山下委員長の議会制民

主主義を熟知した取りまとめに大きな敬意を払

いまして、今回定数25案に賛成したいと思いま

す。 

 それにしても、私が理解に苦しむのは、なぜ

この取りまとめ直前になって定数20という極端

な提案を行うのかという点であります。そもそ

も日本共産党を除く我々29名の議員は、全員定

数の削減に賛成なのです。そうしますと、あと

は定数を何人減らすのかという数の妥協の問題

でありまして、これは話し合いで十分全会一致

が可能であったはずです。 

 例えばダム問題のように賛成や反対でこれは

全く見解が分かれて話し合いがつかない、こう

いうような性格の議案ではそもそもございませ

ん。―――――――――――――――――――

―――――――――――――――――――――

―――――――――――――――――――――

―――――――――――――――――――――

―――――――――――――――――――――

―――――――――――――――――――――

――――― 

〔発言する者あり〕 

 議長、先ほどの有友議員の発言、議員の発言

の自由を侵す発言ですので、注意をお願いしま

す。 

○清水久二博議長 静かにお聞きください。 

○８番中野寛之議員 そして、可決の見込みが
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全くない議員提案をなぜ行うのか。 

 また、提案するのであれば可決に向けた各議

員への説得や働きかけをなぜ全く行わないの

か。先ほどの簡潔過ぎる提案理由説明を聞いて

もわかりますように、きょうになって突然条例

案を事務局に提出する、こういう行為も含めて

私は理解に苦しみます。 

 仮に、話し合いに応じて定数23なり24の妥協

案を出しておれば、全会一致となっていた可能

性も高かったのです。結果として、議員定数を

25から減らさなかった責任は超党派にある、私

は指摘いたします。 

 この後の表決でもし仮に超党派の主張のとお

りこの議員定数25案が否決されればどうなりま

すか。定数30、小選挙区制度という現状が結果

として維持されてしまいます。自分たちの意見

が100％通らなければすべて反対するという態

度は、結局市民にとってマイナスでしかありま

せん。 

 また、この定数25案が可決されても、次回の

市議会議員選挙まで……。 

〔発言する者あり〕 

○清水久二博議長 静かにしてください。 

○８番中野寛之議員 次回市議選まで３年以上

の期間がございます。市民の皆さんの世論が盛

り上がれば、再度定数を見直すこともできるは

ずです。これらの点からも今回の超党派による

議員定数20の提案は全く意味がありません。 

 こういう無意味なことを繰り返したあげく、

次回の市議会議員選挙になると、私たち超党派

だけが定数20に賛成した、ほかの議員は定数

25と主張したと……。 

〔発言する者あり〕 

○清水久二博議長 静かにしてください。 

○８番中野寛之議員 選挙の人気とりだけのた

めにこのような常識外れな議会活動を行うつも

りでしょうか。 

 思い起こせば、昨年の市町村合併直前に多過

ぎる議員はむだだと主張されて辞職した後、そ

の辞職したこと自体を売りにして立候補された

方もおられましたが、それと非常によく似たケ

ースであると思います。まさに無責任な党利党

略、自分だけ選挙に通ればそれでいい、反対の

ための反対でありまして、こういった中身のな

い安易なパフォーマンスを行うこと自体が市民

の皆さんからの市議会に対する信頼を損なって

おるのです。そしてまた、議会制民主主義をも

愚弄する重大な背信行為であると私は強く指摘

をしておきます。 

 以上をもちまして私の賛成討論を終わらせて

いただきます。今からでも遅くはありませんの

で、どうか一人でも多く賛成が出ますよう心よ

りお願いをいたします。御清聴まことにありが

とうございました。 

〔発言する者あり〕 

○清水久二博議長 先ほどの中野寛之議員の発

言につきましては、後刻記録を調査して、不穏

当発言があった場合は善処いたします。 

〔発言する者あり〕 

 以上で討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。 

 まず、議第10号議案、すなわち議員定数を

20とする案について採決いたします。 

 この議案を原案可決することに賛成の議員の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○清水久二博議長 起立少数であります。した

がってただいまの議案は否決されました。 

 次に、議第11号議案、すなわち議員定数を

25人とする案について採決いたします。 

 この議案を原案可決することに賛成の議員の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○清水久二博議長 起立多数であります。した

がってただいまの議案は原案のとおり可決され

ました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○清水久二博議長 以上で本日の日程を終了し
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ましたので、会議を閉じます。 

 市長より閉会のあいさつがあります。 

○大森隆雄市長 議長 

○清水久二博議長 大森市長 

〔大森隆雄市長 登壇〕 

○大森隆雄市長 閉会に当たりまして一言ごあ

いさつを申し上げます。 

 今定例会は、去る14日招集以来15日間にわた

り慎重かつ精力的に御審議を賜り、御提案申し

上げました平成18年度補正予算案、条例の制

定、改正等を初めとする重要諸案件、また本日

の人事案件につきまして、原案のとおりいずれ

も適切な御議決を賜りました。まことにありが

たく、心より厚く御礼申し上げます。 

 審議の過程でちょうだいいたしました数々の

御指摘、御意見等につきましては、今後の市政

運営に当たりでき得る限り反映させるべく努力

をしてまいりまして、かつ説明責任を果たして

まいる所存でございます。引き続き温かい御支

援、御協力を賜りますようお願いを申し上げる

次第でございます。 

 さて、大雨洪水等に心を煩わす時期を迎えま

した。でき得れば被害なきことを願いますとと

もに、たとえ被害が万一発生いたしましても、

それを最小限に抑えることができますよう、関

係機関各位の御協力を賜りながら万全を期して

まいりたいと思っておりますので、重ねてよろ

しくお願い申し上げます。 

 結びに、暑さ厳しき季節に向かいます。折か

ら皆様方には今後とも御自愛の上、ますます御

活躍されますことを御祈念申し上げまして、今

定例会閉会に当たっての私のごあいさつとさせ

ていただきます。まことに長い間ありがとうご

ざいました。 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○清水久二博議長 これをもちまして平成18年

大洲市議会第２回定例会を閉会いたします。 

午後３時41分 閉 会 

   ～～～～～～～～～～～～～～～ 

 地方自治法第123条第２項の規定によりここ 

に署名する。 

 

  大洲市議会議長 

 

 

  大洲市議会議員 

 

 

  大洲市議会議員 

－97－ 


